
第１学年 算数科学習指導案
日 時 平成１８年１月２６日
場 所 １年２組教室
授業者 笠原喜之

１．単元名 「たしざんとひきざん」

２．単元の目標
【関心・意欲・態度】
加法や減法を適用する問題を解決しようとする意欲を持つ。
【数学的な考え方】
順序数や異種の量の数量の関係について，図をもとにして加法や減法を適用してとらえることができる。
求大や求小の場面の数の数量の関係を図をもとにしてとらえることができる。
【表現・処理】
順序数や異種の量について，加法や減法を適用し，立式して計算で答えを求めることができる。
求大の場面では加法を適用し，求小の場面では減法を適用し，立式して計算で答えを求めることができる。
【知識・理解】
順序数や異種の量について，加法や減法が適用できることを理解する。

３．前後の関係

１年「たしざん」 ２年 「たし算」
・１位数と１位数を ・繰り上がりのない何十と何十の加法の計算原
たして和が１１以 理，方法
上になる加法の ・２位数までの繰り上がりのない加法の計算原
計算 １年「たしざんとひきざん」 理，方法，筆算

→ → ・２位数までの一の位から十の位へ繰り上がりの
・順序数の加法，減法 ある加法の計算原理，方法，筆算
・異種の量の加法，減法
・求大の場面の加法

１年「ひきざん」 ・求小の場面の減法 ２年 「ひき算」
・１０いくつから１ → → ・繰り下がりのない何十と何十の減法の計算原
位数をひいて差 理，方法
が１位数になる減 ・２位数までの繰り下がりのない減法の計算原
法の計算 理，方法，筆算

・２位数までの繰り下がりのある減法の計算原
理，方法，筆算

４．単元について

単元の流れ（全６時間）
ずをみてかんがえよう
①順序数の数量関係について，図をもとに加法を適用し，立式して計算で答えを求める。
②順序数の数量関係について，図をもとに減法を適用し，立式して計算で答えを求める。
③異種の量の数量関係について図をもとにしてとらえ，加法や減法を適用し，立式して計算で答えを求め

る。
たすのかなひくのかな
④求大の場面の数量関係について図をもとにしてとらえ，加法を適用し，立式して計算で答えを求める。
⑤求小の場面の数量関係について図をもとにしてとらえ，減法を適用し，立式して計算で答えを求める。
⑥練習問題・評価テスト

１年生における数量分野では、数えることを中心に指導すすめてきた。「１０までのかず」では指で数えたり
おはじきやブロックをおいたり、ものの個数の多少を線で結び１対１対応によって比較することを学習してきた。
「あわせていくつ」や「のこりはいくつ」ではブロック操作をもとに、たしざん言葉ひきざん言葉をはっきりとさせ演
算決定をし，加法減法の学習をしてきた。「たしざん」「ひきざん」では１０のまとまりを意識させながら繰り上がり
のある加法や繰り下がりのある減法について学習をしてきた。これらの学習を通して子どもたちはものをおはじ
きやブロックで置き換えて操作することの有用性、１０ごとでまとめて数えることの利便性、演算決定における場
面理解の重要性に気付いてきた。
本単元では、順序数・異種の量の加法減法を行ったり、求大・求小の加法減法を行うことをねらいとしてい

る。本来順序数は位置を示すための数値であり、たしたり引いたりすることはできない。また、異種の量をたし
たり引いたりすることも不自然である。そして、順序数や異種の量を扱う問題や求大・求小の問題には、これま
でに学習してきた「あわせて」「ちがいは」「のこりは」などのような演算決定をする言葉が含まれていない場合
が多い。そのため、演算を決定するために問題文を改めて絵や図に置き換えなくてはならない。これらのこと
をふまえて、この単元では問題文をおはじきやブロックに置き換え、それを図にすることによって演算決定がで
きることを大切にして指導していきたい。



５．児童の実態
今までの数量学習を通して、繰り上がりのあるたし算、繰り下がりのある引き算まで学習してきた。まだ、指を
使って計算を行っている児童もいる。
「表現処理面」４分間にたし算ひき算の混合問題を解くことのできる問題数は、以下の表１のようになっている。
「思考面」たし算言葉、引き算言葉を文章から見つけ出し、演算決定をする問題１０問中の正答数は以下の表
２のようになっている。

５０問以上（Ａ） ８人 １０問 （Ａ） ３人 また、ブロック操作については、２学期の段階
であるが、正しく操作できる（Ａ ８人）比較的操

４０問以上（Ｂ） ６人 ８問以上（Ｂ） ７人 作できる（Ｂ ９人）操作に難しさを感じる（Ｃ ４
人）操作できない（Ｄ ０人）である。

３０問以上（Ｃ） ３人 ６問以上（Ｃ） ７人

２０問以上（Ｄ） ２人 ４問以上（Ｄ） ３人

１９問以下（Ｅ） ２人 ３問以下（Ｅ） １人 （机列表へ記入）

表１ 表現処理 表２ 思考面

これらのことから比較的学習は身についている傾向があり、自分達で学習に向かう子が多い。しかし、子ど
もによっては丁寧な支援が必要な子もいる。ペア学習等において友達の操作や取り組み方をまねさせながら
自分の操作に自信を持たせたいと考えている。また、計算練習なども定期的に取り組み、表現処理の力を付
けていきたいと考えている。

６．研究に関わって

研究主題 「わかる」「できる」楽しさを味わいながら、生き生きと考える子の育成
～練り合う段階を中心に～

１年生の算数学習は日常的な体験を論理的に説明することを目指している。１＋２＝３であることを論理的
に説明すると、「１の次は２、２の次は３、だから１と２で３になる。」といったふうである。これは子どもたちの日常
的な体験の中でもう行っていることであって１の次は２に決まっているし、１と２を合わせると３になることは当た
り前である。だから、当たり前のことをわざわざ難しく説明してわかることは子どもたちにとって不可解なことであ
る。また、記憶力のよさから計算練習によって写真記憶的に答えを覚えてしまう子どももいる。「７＋８＝」という
記号を見て１５という記号を連想するしくみである。計算の仕組みを覚えその法則に従って解決するより、速く
正確にできるのである。
そこで、１年生は具体物や半具体物を操作して説明できることを「わかる」、具体物や半具体物を操作して

答えを求めることを「できる」と考えた。
本時においては、椅子と人という異種の量を用いる。椅子と人はたしたり引いたりできないことを確認し、そ

のためにブロックやおはじきを操作して求めることや図をかいて説明することが必要であること子ども達の中か
ら出させたい。また、操作の中で椅子の数を人の数に置き換えることができることに気づかせたい。

（１）評価規準を明確に位置づけた単元指導計画の作成
本時は数学的な思考を中心に考えたい。
（２）自分の見方や考え方をもち、仲間に伝え合い共に練りあい高めあうための指導について
ペア交流では、一人ひとりが説明できることを目指すのではなく、友達の考えを知ったりする場面でよいこ
とを子ども達に示す。お互いの考えを合わせることにより、よりよく説明できたり、自分の不足している点
を補うことができることに気づかせていきたい。

（３）お互いのよさを認め合い、意欲化を図る評価の工夫について
全体交流では、子ども達の発言の中から本時のまとめに使える言葉や操作を評価することにより、本時の
評価規準に合った授業の出口にしたいと考えている。また、計算は間違えても、「置き換えるといいん
だ」ということを気づけたことを評価したいと考えている。

７．単元指導計画

小 目標 主な学習活動 評価基準 子どものつま
単 時 （問）：問題 （課）：課題 ずきに応じた
元 （見）：見通し （ま）：まとめ 主な指導援助

（評）：評価問題

１ ６番目という順 （問）はるかさんはまえから６ばんめです。 順序数は、先 おはじきを操
序数を図を書 しんごさんははるかさんのつぎからかぞえ 頭からの集合 作しながら、
いて表現する て７ばんめです。しんごさんはまえからな 数であることを 順序数を集合
活動を通して、 んばんめでしょう。 とらえることが 数に置き換え

ず ６人という集合 （課）しんござんはまえからなんばんめか見 できる【思考】 て考えさせる。



を 数と置き換える つけるやりかたを、ずをかいておはなしし おはじき操作
み ことができること よう。 を図にしてみ
て を理解する。 （見）おはじきを操作して、前から何番目か る。
か 求める。おはじきを図に書き換えて前から 「前から６番目
ん 何番目か求める。 を絵にすると、
が （ま）たしざん言葉もひきざん言葉もないと ６ 人 い る ん
え きには、図にして表すと計算する方法が分 だ。」
よ かる。
う
２ ９番目という順 （問）こどもが１５にんならんでいます。ひと 順序数につい おはじきを操
序数を図に書 みさんはまえから９ばんめです。ひとみさ て、加法や減 作しながら、
いて表現する んのうしろにはなんにんいるでしょう。 法を適用し、 順序数を集合
活動を通して、 （課）ひとみさんのうしろになんにんいるか 立式して計算 数に置き換え
順序数を集合 ずをかいておはなししよう。 で答えを求め て考えさせる。
数と見なし、加 （見）おはじきを操作して、うしろに何人い ることができ 前時に取り組
法や減法で問 るか求める。図に書き換えて後ろに何人い る。【表現】 んだまとめを
題を解決するこ るか求める。前時の考え方から１５－９で求 提示する。
とができる。 める。 「９番目という

（ま）○番目のときでも、たしざんやひきざ ことは、ひとみ
んをしてけいさんできる。 さんまでに９

人いるというこ
とだ。」

３ ５この椅子を５ （問）しゃしんをとります。５このいすにひと 椅子の数と椅 おはじきやブ
人と置き換える りずつすわり、６にんたちます。なんにんで 子に座る子ど ロックを操作し

本 ことにより、異種 しゃしんをとるのでしょう。 もの数を置き ながら、異種
時 の量でも同種 （課）なんにんでしゃしんをとるのか、ずを 換えることによ の量を同種の
の量ととらえる かいておはなししよう。 り、異種の量 量に置き換え
ことができること （見）おはじきを操作し、椅子と子どもを置 が同種の量と て考えさせる。
を理解し、加法 き換える。おはじきを図に書き換えて求め してとらえるこ 「椅子が５こあ
や減法で問題 る。 とができる 。 るから５人座
を解決すること （ま）ちがうなかまのものも、おなじなかまに 【思考】 れるんだ。」
ができる。 かえてけいさんできる。

（評）チューリップ４

４ りすは、コアラ （問）コアラが４ひきいます。りすはコアラよ 求大の場面で おはじきやブ
た の数の４ひきよ り６ぴきおおいそうです。りすはなんびきい は、加法が適 ロックを操作し
す り６ぴき多いこと るでしょう。 用できることが ながら、よりお
の から、加法が適 （課）りすはなんびきいるか、ずをかいてお 分かる。 【思 おい数を付け
か 用できることを はなししよう。 考】 加えて考えさ
な 理解し、加法を （見）コアラとりすをおはじきに置き換えて せる。
ひ 用いてりすの数 操作する。図に書き換えて求める。 「６ぴき多いの
く を求めることが （ま）ちがうなかまのものも、○こおおいとき だから、６こ増
の できる。 は、たしざんでけいさんできる。 やせばできそ
か （評）鉛筆１ うだ。」
な
５ りんごはみかん （問）みかんが１１こあります。りんごはみか 求小の場面で おはじきやブ
の１１こより６こ んより５こすくないそうです。りんごはなんこ は、減法が適 ロックを操作し
少ないこ とか あるでしょう。 用できることが ながら、より少
ら、減法が適用 （課）りんごはなんこあるのか、ずをかいて 分かる。 【思 ない数を減ら
できることを理 おはなししよう。 考】 して考えさせ
解し、減法を用 （見） る。
いてリンゴの数 （ま）ちがうなかまのものも、○こすくないと 「５こ少ないの
を求めることが きは、ひきざんでけいさんできる。 だから、５こ減
できる。 （評）鉛筆２ らせばできそ

うだ。」

６ 単元の復習を （課）たしざんとひきざんのふくしゅうをしよ 順序数、異種 おはじきやブ
する う。 の量の計算、 ロック操作で
評価テスト （問）教科書Ｐ９４・９５の「どんなけいさんす 求大・求小の 演算を決定さ

るのかな」の問題 単元テスト 場面で加法・ せる。
減法を用いて 今までのまと
計算すること めの掲示物で
ができる。【表 演算決定をさ
現処理】 せる。



８．本時の目標
５この椅子を５人と置き換えることにより、異種の量でも同種の量ととらえることができることを理解し、加法や

減法で問題を解決することができる。

９．本時の評価規準
椅子の数と椅子に座る子どもの数を置き換えることにより、異種の量が同種の量としてとらえることができる。
【思考】

１０．本時の展開

過程 主な学習活動 学習集団 子どものつまずきに応じた指導・援助

導入 図に書いて考えると演算決定ができること 全体
を前時の問題から確認する。

問題 １．写真を撮る場面を提示する。 全体 場面が分からない。
提示 （問題）しゃしんをとります。５つのいすに →子どもたちの絵と椅子の絵を提示す

ひとりずつすわり、６にんたちます。なんに る。
んでしゃしんをとるのでしょう。

大事な数は何？ ５つ、６にん
聞いていること、分かっていることを確認す 単位にこだわる
る。 大事な言葉は何？

何人で写真を撮るのでしょう。

課題 ２．今日の課題を作る 全体
化 今までの学習と違うところは何だろう。

→椅子と子どもはちがうなかまだからたし ちがう仲間であることを示すために、
たりひいたりすることができない。 子どもをおはじきで、椅子をブロックで
→聞いていることは「なんにんで」だから、 黒板に提示する。
人の数を求めなくちゃいけない。
→ちがう仲間でもけいさんするやり方があ
るかもしれない。
（課題Ａ）ちがうなかまのけいさんのしかた
をかんがえよう。

→たし算言葉もひき算言葉もないよ。
→椅子と子どもはちがう仲間だから、たし
たりひいたりできない。
→図にしたら分かるかもしれない。

（課題Ｂ）なんにんでしゃしんをとるのか、
けいさんのしかたをおはなししよう。

問題 ３．おはじき、ブロックを操作したり、図にか 個 図にできない
追究 いたりして求め方を考える。 →おはじきで操作してみよう。

→子どもをおはじきにしてみよう。
→椅子をブロックにしてごらん。

○ ○ ○ ○ ○ ○ 子ども 操作ができない
■ ■ ■ ■ ■ 椅子 →全部人だったら計算できるよね。どう
５つ椅子があります。後ろに子どもが６人い すれば人にかえれるかな。
ます。５＋６で１１人になります。 椅子の数と子どもの数をたしてしまう。

→椅子に子どもを１人ずつ座らせるとど
うなるかな。
５＋６＝１１と計算式だけで解いている。

まず、５つ椅子があります。つぎに子どもが →「５」は何の数かな。
５人座ります。後ろに子どもが６人立ちま →おはじきやブロックをつかったり、図
す。だから、５＋６で１１人になります。 にしてみたらどうなるのかな。
○ ○ ○ ○ ○ ○ 子ども ブロックの上に新しくおはじきを置いて
■ ■ ■ ■ ■ 椅子 いる。
○ ○ ○ ○ ○ ブロックと新しいおはじきを結んでいる。

→どうやったの？「一つの椅子に子ども
が一人座るから。」
→なぜそうするの？「椅子に座る子ども
を知りたかったから。」「椅子の数を子
どもの数に変えたかったから。」



交流 ４．考えがもてた児童から考え方を交流す ペア 交流ができない。
る。 →おはじきとブロックで操作しよう。
お話をしながら答えの出し方を交流する。 →どうやって椅子を子どもに換えたのか
自分の考えを確かめると共に友だちの考 な？
え方を比較する。 →友達の話を聞いて、どういうふうにや

ったのか見てみよう。

解決 ５．全体で答えの求め方を確かめる。 全体 出てきた意見について、椅子と椅子に
座る子どもをつなげる言葉に注目させ

（まとめ）ちがうなかまのものも、おなじなか る。「１つの椅子に一人座るので、」「椅
まにかえてけいさんできる。 子の数を子どもの数に変身させて、」

「椅子が５つあるので５人座ります。」
椅子と椅子に座る子どもをつなげる操
作に注目させる。（ブロックに新しいおは
じきを乗せる）（ブロックと新しいおはじき
を結ぶ）

一般 ６．置き換え減法の問題で、異種の量の立 個
化 式計算を確かめる。 置き換えの言葉を使わせる。

→「７人に１個ずつなので、」
（問題）あめが１２こあります。７にんに１こ →「７人なので、あめが７ついるので、」
ずつくばるとなんこのこるでしょう。

評価 ９．自己評価をする。 個 「置き換えること」について子どもが考え
本時の学習を評価する。 たことを評価する。

１１．机列表 出席番号、表現処理、思考、操作の評価

ＣＤＢ ＡＣＡ ＥＥＣ☆ ＣＢＢ ＡＡＡ ＡＢＢ

ＡＡＡ ＥＤＣ ＢＣＢ ＢＡＡ ＢＢＢ ＢＣＢ

ＢＤＣ☆ ＡＣＡ ＡＣＢ ＡＢＡ ＡＢＣ☆ ＢＢＡ

ＤＣＣ☆ ＣＢＢ ＤＣＡ


